
 
 

 

 

向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）への意見を募集します 
川崎市はこの度、「向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）」を取りまとめ、令和８年５月１１日（月）から令和

８年６月１０日（水）までの期間において、幅広く市民の皆様からの御意見を募集するとともに、本方針案に関するオ
ープンハウス型の市民説明会を市内２か所で開催いたします。 

本市では、登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区におけるまちの価値向上につなげる指針として「登戸・向ヶ丘遊園駅周辺ま
ちづくりビジョン」を令和３年に定め、同ビジョンの将来像等を具体化した基本的な方向性を示し、官民連携によるまちづ
くりを推進することを目的として、「向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針」の策定に向けた検討を進めてまいりました。本方針
案では、めざす駅前空間として、生田緑地の玄関口にふさわしい“緑に包まれた”駅前空間などをまちづくりの基本方針と
した内容をとりまとめており、市民等からの意見を受け付けます。 

  
１ 意見の募集期間 

令和８年５月１１日(月)から令和８年６月１０日(水)まで 
※郵送の場合は、当日消印有効です。 
※持参の場合は、令和８年６月１０日(水) １７時１５分までとします。 

 (URL: https://www.city.kawasaki.jp/templates/pubcom/500/0000186563.html) 

２ 閲覧場所 
各区役所、支所及び出張所閲覧コーナー、教育文化会館及び各市民館、各図書館、かわさき情報プラザ（川崎
市役所本庁舎復元棟２階）、市ホームページ、まちづくり局登戸区画整理事務所 

３ 意見の提出方法 
郵送、持参、ＦＡＸ、あるいは市ホームページフォームメールのいずれかで提出 
【提出先】〒214-0014 川崎市多摩区登戸１８９１番地１ 第３井出ビル４階 

川崎市まちづくり局登戸区画整理事務所 
ＦＡＸ 044-934-3881 

※意見書の書式は自由ですが、必ず「題名」、「氏名」及び「連絡先（電話番号、メールアドレスまたは住所）」を明
記してください。 

※意見書の氏名及び連絡先等は、意見内容を確認させていただく場合があるため、記載をお願いするものです。 
他の目的には利用せず、個人情報の保護に関する法律等に基づき、厳重に保護・管理します。 

※お寄せいただいた御意見に対して個別には回答をしませんが、市の考え方を内容ごとに整理・要約し、後日、 
市ホームページなどで公表します。 

※電話や来庁による口頭での御意見は受け付けていません。 

４ オープンハウス型市民説明会（予約不要） 
「向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）」について、オープンハウス型市民説明会を、次のとおり開催します。 
本説明会は、会場内に説明パネルを展示の上、職員などが御質問にお答えするもので、どなたでも自由に参加いただ
けます。入退場自由ですので、お気軽にお立ち寄りください。 

開催日 時間 開催場所 

令和８年５月２７日（水） １５時から２０時まで 中和ビル２階（多摩区登戸２７２３） 

令和８年５月３１日（日） １０時から１５時まで 向ヶ丘遊園駅南口駅前広場 

 
 

問合せ先 
川崎市まちづくり局登戸区画整理事務所 佐藤 
電話 044-933-8512（外線番号のみ） 

令 和 8 年 4 月 2 3 日 

報 道 発 表 資 料 

川 崎 市 （ まちづく り局 ） 

市ホームページ（パブリックコメント） 
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3１ はじめに

〇 本方針は、「総合計画」を上位計画として、都市計画の基本的
な方針である「都市計画マスタープラン」や関連する他分野の
計画との整合を図ったビジョンを具体化するものであり、今後、
本方針に基づき、本地区のまちづくりの取組を推進します。

（１）背景

〇 本地区における民間の土地利用転換の機会を捉え、地域資源を
活かした賑わいの創出や交通環境の課題改善に向けて、ビジョ
ンの将来像等を具体化した基本的な方向性を示し、生田緑地の
玄関口にふさわしい“緑に包まれた”駅前空間の創出等を官民連
携により推進していくことを目的として向ヶ丘遊園駅南側まち
づくり方針（以下「本方針」という。）を策定します。

＜主な計画＞
都市計画マスタープラン
都市再開発の方針
立地適正化計画

＜主な関連計画＞
緑の基本計画
生田緑地ビジョン
新たなミュージアムに関する基本計画

登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区まちづくりビジョン

向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針

整合

具体化

みどりの将来像

（２）まちづくり方針策定の目的

（３）まちづくり方針の位置づけ

〇 向ヶ丘遊園駅周辺は、昭和初期頃から向ヶ丘遊園地や果物狩りな
どの娯楽、生田緑地の自然に親しむ憩いを通じて、多くの人々を
受け入れ発展してきました。

〇 昭和63(1988)年には、登戸駅周辺で急激な人口増加に伴う生活
環境の悪化を改善するため、土地区画整理事業に着手しました。

〇 区画整理事業が進捗し、事業終盤を迎えた令和3(2021)年7月に
は、まちづくりの将来像を共有し、まちの価値向上につなげる指
針として「登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区まちづくりビジョン（以
下「ビジョン」という。）」を策定しました。

〇 向ヶ丘遊園駅南側地区（以下「本
地区」という。）は、本市の地域
生活拠点である登戸・向ヶ丘遊園
駅周辺地区に位置しています。ま
た、「川崎都市計画都市再開発の
方針」（令和7(2025)年3月改定）
において「2号再開発促進地区」
に指定、「川崎市立地適正化計画」
（令和7(2025)年3月策定）では
「都市機能誘導区域」に設定して
います。

〇 国においては、居心地が良く歩きたくなる、まちなかの創出をめ
ざす「ウォーカブルなまちづくり」や、駅や駅前広場、周辺市街
地を一体的に再編する「えきまち空間」の形成を進めています。

本地区の範囲

〇 本地区は、民間の土地利用転換の動きが見られることから、国
の動向等を踏まえ、ビジョンの実現に向けて、地域資源などま
ちのポテンシャルを活かした魅力あるまちづくりを推進してい
く必要があります。

総合計画 ＜主な考え方＞

向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）【概要版】

川崎市発行地形図（令和６(2024)年度）
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4２ 向ヶ丘遊園駅南側の現況

○ 多摩区は、全市と比較すると若者（15~24歳）の昼夜間人口比
率※は高い傾向にあります。

出典:川崎市の昼間人口（令和２年国勢調査）

多摩区・全市 年齢５階階級昼夜間人口ピラミッド

出典:令和６年 川崎市の人口動態

区別年齢5歳階級社会増減（R6）

○ 多摩区の人口動態は、10代後半から20代は転入超過となって
おり、30代は転出超過傾向が強くなっています。

●多摩区の人口動態
（１）人口等

多摩区将来人口推計

※昼夜間人口比率＝夜間人口100 人当たり、昼間にその地
域にいる人口（昼間人口）が何人いるかを示す割合。比率
が100を超えると昼間人口が多い。

出典:川崎市総合計画の改定に向けた将来人口推計（令和７年５月公表）

○ 多摩区の人口は令和7(2025)年に約22万9千人となり、令和
17(2035)年に約23万2千人でピークを迎える見込みです。
また、年少人口は令和22(2040)年に約2万4千人で最大とな
ると予測されています。その後は、人口減少へと転じること
が予想されています。

●多摩区の将来人口推計

●多摩区の昼夜間人口比率

向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）【概要版】
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5

多摩川

●周辺の自然・文化・教育施設についての配置等
（２）地域資源

登戸駅前地区再開発

生田緑地の豊かな自然環境に加え、日本民家園
や岡本太郎美術館など、多彩な文化・芸術・観
光資源が集積しています

知識・技術・人材という貴重な資源
である専修大学と明治大学の生田
キャンパスが近接しています

多摩川や河川敷の緑地は、
地域に潤いと生態系の多
様性をもたらしています

新たなミュージアム
（計画中）

向ヶ丘遊園跡地
利用計画（小田急電鉄

平成30(2018)年
ニュースリリースより抜粋）

藤子・Ｆ・不二雄
ミュージアム

（平成23(2011)年開設）

岡本太郎美術館
（平成11(1999)年開設）

宙と緑の科学館
（平成24(2012)年開設）

日本民家園
（昭和42(1967)年開園）

生田緑地ばら苑
(昭和33(1958)年開園)

２ 向ヶ丘遊園駅南側の現況

登戸駅前地区

向ヶ丘遊園駅南側駅前の様子

〇 本地区周辺は、生田緑地をはじめとする豊かな自然環
境や多彩な文化施設があるなど、貴重な地域資源に恵
まれています。

〇 近接する専修大学や明治大学及び日本女子大学では、
本市と連携し、地域をテーマとした研究や学生主体の
多様な取組が行われています。

〇 一方で、向ヶ丘遊園駅南側駅前は、生田緑地の玄関口
でありながら、居心地良く滞在できる場所が乏しく、
また、緑視率が低く、豊かな自然を感じられないなど、
地域資源の魅力を十分に活かしきれていない状況です。

近接する教育施設 豊かな自然環境・多彩な文化施設

豊かな自然環境

来街者を惹きつける緑が感じられる
駅前を形成します

（昭和25(1950)年開設）

（昭和24(1949)年開設）

多摩川

生田緑地

本地区の範囲

川崎市発行地形図（令和６(2024)年度）

向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）【概要版】
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6

●生態系のネットワーク

２ 向ヶ丘遊園駅南側の現況
（３）自然環境

●緑のネットワーク

生物多様性かわさき戦略 将来ビジョン（一部拡大）
多摩区の緑の現況（川崎市「緑の基本計画」より）

○ 本地区周辺は、多摩川や二ヶ領用水等、水が豊かな地域
であり、首都圏を代表する緑豊かな生田緑地などの地域
資源があります。一方で、駅周辺の市街地では、まと
まった緑は少ないことなどから、周辺の地域資源である
自然環境とのつながりに配慮した緑のネットワークを創
出していく必要があります。

○ 生田緑地や多摩川は、多種・多様な生物が生息しているこ
とが確認されています。生田緑地や多摩川の貴重な自然の
保全を進めるためには、まちなかにおいても、まとまった
緑の創出や、生き物に配慮した取組を進めることで、生き
物が移動しやすくなる生態系ネットワークを形成していく
必要があります。

本地区周辺の状況
（生田緑地から多摩川）

本地区周辺の状況
（生田緑地から多摩川）

向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）【概要版】
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写真提供:稲田郷土史会

（４）交通環境

２ 向ヶ丘遊園駅南側の現況

●本地区周辺の変遷

・昭和 2(1927)年 小田急小田原線開通と向ヶ丘遊園地の同時開園
・昭和25(1950)年 豆電車の運行により向ヶ丘遊園地へアクセスが強化
・昭和32(1957)年 向ヶ丘遊園駅に駅前広場が完成し交通結節機能が強化
・昭和40(1965)年 豆電車が廃止され、その後モノレールが開通

生田緑地

桝形山

向ヶ丘遊園地

二ヶ領用水

モノレール

昭和40(1965)年頃

登戸方面へ向かう車両は
駅前広場の経由が必要

車両動線

写真アルバム「川崎市の100年」

写真アルバム「川崎市の100年」

小田急小田原線の開通時の駅舎

モノレール乗場の様子（駅側）

モノレール乗場の様子（遊園地側）
登戸駅前広場

令和８(2026)年６月完成
（予定）

都市計画道路登戸駅線
（現在の様子）

・平成11(1999)年 モノレールが廃止され、その跡地は駐輪場として利用
・平成14(2002)年 向ヶ丘遊園地の閉園
・平成16(2004)年 交差点改良による登戸駅方面への一部アクセス改善
・令和 ８(2026)年 登戸駅前広場の完成（予定）

モノレール跡地にある駐輪場
（現在の様子）

○ 本地区は、向ヶ丘遊園地の玄関口として駅前広場の基盤整備を進め、駅前の機能を検討・更新してきました。
○ 登戸駅前広場の概成や⾧年にわたり未整備であった都市計画道路登戸駅線の開通により、両駅の駅前広場のアクセスが改善されました。

駅前広場

駅前広場

都市計画道路
登戸駅線

モノレール乗場

モノレール乗場

川崎市発行地形図（昭和40(1965)年度）

現在

生田緑地

桝形山

藤子・Ｆ・不二雄
ミュージアム

二ヶ領用水

駅前広場

交差点改良と⾧年未整
備であった都市計画道路
登戸駅線の開通により登
戸駅へのアクセス改善

駅前広場

道路整備

駐輪場

都市計画道路
登戸駅線

川崎市発行地形図（令和６(2024)年度）

交差点改良

向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）【概要版】
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8

○ 本地区の南側は、築年数40年を超える非木造の建物が
多くあるとともに、地域生活拠点の駅前にふさわしい
土地利用の高度化が十分に進んでいません。

（４）交通環境
●建物状況

建物構造階数別現況図（令和２年都市計画基礎調査より作成）

２ 向ヶ丘遊園駅南側の現況

築40年以上の建物

木造
非木造

凡例 【建物構造】

本地区エリア

〇 多摩区は、借家に住む25歳未満の若い世帯の割合
が他の区と比べて高い傾向があります。

家計を主に支える者の年齢別世帯割合 借家

出典:令和５年住宅・土地統計調査

●多摩区の住宅状況

○ 駅前広場は一般車の乗降場や荷さばきスペースがなく、一般車・荷さば
き車両とバスが錯綜しています。

○ 駅前主要部に自転車駐輪場が位置していることにより、駅前の景観形成
や歩行者動線が分断されています。

○ 幹線道路から駅前広場への引き込み道路が⾧いため、駅までのアクセス
性が悪く、引き込み道路内は、路上駐車や自転車・歩行者との交錯等に
より、円滑なバスの運行に影響しています。

○ 狭い通路や水路敷が歩行者の動線となっており、自転車との交錯がある
など、安全な歩行者動線の確保が必要となっています。

〇 幹線道路との変則的な交差点形状が、交通の円滑性に影響しています。

一般車の停車が多い駅前広場
交通の円滑性を阻害する

路上駐車車両

変則的な交差点形状

●基盤状況

狭い歩行空間
基盤状況の様子

（５）土地利用等

川崎市発行地形図（令和６(2024)年度）

向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）【概要版】
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9

ひと と もり の えきまち
自然豊かな緑に包まれ、人と人がつながり、このまちに住み続けたくなる

めざす駅前空間

３ まちづくりの基本方針

生田緑地の玄関口にふさわしい“緑に包まれた”駅前空間

多世代が”向ヶ丘遊園”に“住み続けたい”と思える住環境

大学を活かした“人と人をつなげる”交流拠点

〇 地域資源を活かした居心地の良い、人中心の広場空間の創出

〇 生田緑地や多摩川など周辺の自然資源をつなぐ緑のネットワークの形成

〇 周辺の駅前広場と機能連携を図った交通環境の形成

〇 生活者のニーズに合わせた暮らし方を受け入れる多様な住宅機能の導入

〇 安全で安心なゆとりあるウォーカブルな歩行空間の創出

〇 地域の防災力の向上や環境配慮につながる機能の導入

〇 新たなまちの価値創出に向けた産学官連携の仕組みづくり

〇 地域の魅力向上と愛着を育む交流拠点の創出

(1)

(3)

(2)

向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）【概要版】
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10

（１）生田緑地の玄関口にふさわしい“緑に包まれた”駅前空間

■地域資源を活かした居心地の良い、人中心の広場空間の創出
〇 駅前を緑に包まれた「人中心の広場」として、

若者・子育て世帯から高齢者までの多世代が、
生田緑地の自然を身近に感じながら、緑豊かで
居心地の良い広場空間を官民連携で形成します。

人中心の広場空間イメージ
（流山おおたかの森駅）

〇 広場空間では、地域資源である生田緑地や文化
施設、地域の商店街等と連携して取り組む多様
な活動を通じて、まちの魅力の発信や、賑わい
を創出します。

３ まちづくりの基本方針

地域イベントで活用される空間
（みなまきみんなのひろば）
（出典:みなまきラボHP）

〇 生田緑地への期待感を高める緑道を形成し、駅前
の広場空間と合わせてまとまりのある緑を創出す
ることで、多摩川、登戸駅、向ヶ丘遊園駅、生田
緑地等がつながる緑のネットワークの形成につな
げます。

※  ネイチャー ポジティブ:生物多様性の損失を止め、2030年までに回復軌道に乗せるという考え方

〇 多摩川から生田緑地へとつながる生態系ネット
ワークの形成につなげ、ネイチャー ポジティブ※

実現に寄与するまちづくりに向けた取組を推進し
ます。

■生田緑地や多摩川など周辺の自然資源をつなぐ緑のネットワークの形成

生田緑地

向ヶ丘遊園駅

二ヶ領本川

五反田川

登戸駅

緑の創出

緑の創出

多摩川

緑のネットワーク形成イメージ

民家園通り商店会夏まつり
（出典:民家園通り商店会HP）

緑の豊かな緑道イメージ
（立川グリーンスプリングス）

向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）【概要版】
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11

（１）生田緑地の玄関口にふさわしい“緑に包まれた”駅前空間

■周辺の駅前広場と機能連携を図った交通環境の形成

〇 駅前空間は、民間の土地利用転換を駅前再編の機会と捉え、都心等の広域方面や生田緑地のアクセス性を踏まえ、周辺交通の円滑
化や公共交通の定時性の向上等につながる効率的な交通環境を形成するとともに、駅前にまとまりのある広場を確保し、緑豊かな
空間を創出します。

〇 周辺の駅前広場との交通機能等の役割分担を整理し、バス等の公共交通、一般車、荷さばき車両、自転車、それぞれの利用特性等
を踏まえた機能を検討します。

〇 生田緑地等へのアクセス性を高めるため、シェアモビリティ等の活用を検討し、さまざまな移動手段が使いやすい環境を整えます。

３ まちづくりの基本方針

登戸駅
約4,600㎡

（R8年度完成）

向ヶ丘遊園駅北口
約5,400㎡

（R7年度完成）

向ヶ丘遊園駅南口
約3,000㎡

都市計画道路
登戸駅線:地域軸

（開通）

登戸駅前広場・都市
計画道路登戸駅線の
整備により、登戸駅へ
のアクセス性が向上

周辺の駅前広場配置状況
生田緑地方面へ

向ヶ丘遊園駅北口駅前広場 鳥瞰図

登戸駅前広場 鳥瞰図

向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）【概要版】
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■新たなまちの価値創出に向けた産学官連携の仕組みづくり

■地域の魅力向上と愛着を育む交流拠点の創出

（２）大学を活かした“人と人をつなげる”交流拠点

産学官連携機能の構成イメージ

〇 企業、大学、行政が連携し、地域に関わる多様な主体が互いに交流し、学び合いながら本地
区内の商業、住宅、広場等の都市機能や生田緑地、文化施設などの地域資源等を活かしたさ
まざまな取組を通じて、地域課題の改善や新たなまちの価値創出をめざす産学官が連携する
仕組みを構築します。

【リビングラボ】さまざまな情報を収集・活用し、地域課題の改善や新たなまちの価値
創出につなげるため、生田緑地等の地域資源や街区内の住宅・商業・
広場と連携したアイデアの試行や検証を行います。

【まちのコンシェルジュ】地域資源である生田緑地や文化施設などエリアの情報を発信
して、魅力向上に取り組みます。

【コミュニティ】街の情報や人をつなぐ学生等の活動拠点、コワーキングスペース、市民
の生涯学習の場等を創出します。

【交流拠点の取組イメージ】

３ まちづくりの基本方針

業種を超えた多様な交流拠点
（フレキシブルオフィス WeWork）

（出典:WeWork）

街の生活者と共にプロジェクトを創造
（柏の葉リビングラボ）
（出典:ＵＤＣＫ）

人や情報を
つなぐ場

〇 交流拠点は、コミュニティ活動の促進や実証的な取組を行うリビングラボ、地域の魅力を伝
えるまちのコンシェルジュ機能等を備え、地域住民や活動団体、大学生など多様な主体が集
うまちづくりに関わる場を創出します。

〇 地域の課題や魅力を共有しながら、地域資源である大学生の若い感性や行動力を活かした活
動等を通じて、地域の魅力向上を図るとともに、”人と人のつながり”や”まちへの愛着の醸
成”をめざします。

向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）【概要版】
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■生活者のニーズに合わせた暮らし方を受け入れる多様な住宅機能の導入

（３）多世代が”向ヶ丘遊園”に“住み続けたい”と思える住環境

３ まちづくりの基本方針

〇 分譲住宅や賃貸住宅など多様な住まいの導入を誘導し、
単身世帯や子育て世帯をはじめとする多世代が、ライ
フスタイルやライフステージに応じた住まいを選択で
きる住環境の形成を図ります。

〇 大学、企業などが連携し、生活に関するデータや地域
資源等を活かした取組を進め、多様なライフスタイル
に対応した暮らしや健康の質を高める快適な住環境の
向上をめざします。

〇 本地区における住環境の形成を起点とし、若い世代の
アイデアや行動力等を活かした取組を本地区周辺にも
広げ、周辺に存在する住宅ストック等を活用すること
で、住まいの循環を促す環境の形成をめざします。

〇 これらの取組を通じて、このまちで「学び合い・育み
合う」機会をつくり、まちへの愛着を醸成することで、
「このまちに住み続けたい」と思う人を増やし若者や
子育て世帯の定住促進を図ります。 生活のデータを取得しサービス向上のイメージ

（次世代住宅プロジェクト 国土交通省HP）

多様な人々が集まり、学び合う
レジデンシャル・カレッジ

（SHIMOKITA COLLEGE）
（出典:HLAB）

ゆるやかに交わる多機能交流型賃貸住宅
（Well-Blend十条）

（出典:株式会社リビタ）

向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）【概要版】
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（３）多世代が”向ヶ丘遊園”に“住み続けたい”と思える住環境

■地域の防災力の向上や環境配慮につながる機能の導入

〇 再生可能エネルギーの活用や、省エネルギー建築物の導入を誘導し、温室効果ガス
の排出削減に向けた取組を推進します。

〇 木材利用や資源の循環利用など、サーキュラーエコノミー※の考え方を取り入れ、
環境負荷の少ない持続可能な都市空間の形成をめざします。

〇 緑地帯などのグリーンインフラの活用により、温熱環境の改善、雨水流出を抑制す
るなど、気候変動に対応した防災機能の強化を図ります。

〇 地域の安全性を高めるため、一時避難場所となる広場やオープンスペースを創出す
ることで、災害に強く、安全・安心に暮らせる日常の利便性と非常時の防災機能を
両立させた環境の形成を図ります。

■安全で安心なゆとりあるウォーカブルな歩行空間の創出

グリーンインフラ実践ガイドより（国土交通省HP）

歩行空間イメージ
（赤坂インターシティAIR ）

（出典:赤坂インターシティAIR HP）

〇 来街者等を駅前の「人中心の広場」から自然豊かな生田緑地へ
誘う、緑豊かな緑道を形成します。

歩行空間イメージ
（立川グリーンスプリングス）

３ まちづくりの基本方針

木材利用事例（川崎市生田保育園）

※資源を循環させて持続可能な
社会をめざす経済モデル

〇 沿道の店舗と一体となった空間づくりを進め、みどりや文化を
感じながら、子どもや高齢者をはじめ、誰もがゆとりを持って
楽しめる、安心・安全な歩行空間を創出します。

緑化空間を活用
した環境学習

建築物上の緑化と
雨水の一時貯留

地域生態系に
配慮した在来種や
食餌・食草植物

の植栽 緑影の下の滞留
空間(ベンチ)

保水性舗装、透水性舗装による雨水浸透、冷却

エコロジカルネット
ワークとなる

連続した植栽

植物からの蒸散に
よる冷却効果を
活かしたクール
スポットの形成

緑陰の下の滞留
空間による

(オープンカフェ、
ワークスペース)

雨庭の維持管理
(魅せる管理)

向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）【概要版】
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15４ 方針図（駅前空間ゾーニングイメージ）

まちの概念図（ビジョン）

（１）まちの概念図（ビジョン）
〇 本地区は、ビジョンにおいて、駅前の賑わいを形成

する「賑わいの核」、自然・文化・観光の拠点をつ
なぐ「自然・文化・観光軸」、幹線道路と駅をつな
ぐ広域的な交通を支える「地域軸」として位置づけ
られています。

本地区

自然・文化・観光軸

地域軸

賑わい・交流軸

生活軸

駅前商業ゾーン

賑わい交流ゾーン

働く・遊ぶ・憩う・住むがそろう中心エリア

緑などの自然が感じられ、来街者の期待感を高める
自然や、文化、観光の拠点をつなぐ軸

人々の往来を促し、まちを活性化させる２つの
駅前空間をつなぐ軸

日常生活を支える地域生活の骨格となる軸

幹線道路と駅とをつなぐ、広域的な交通を支える軸

賑わい交流軸から人の流れを呼び込む様々なサービスがあるエリア

賑わいの核

人々をまちに惹きつける、駅前
にふさわしいウェルカムゾーンとな
る都市活動拠点

地域商業ゾーン

生活に求められるサービスがあるエリア

自然・文化・観光の核

登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区が誇
る魅力にあふれ、大切に育てていく
拠点

向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）【概要版】
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〇 登戸駅前や向ヶ丘遊園駅北側は、ビジョンで位置づけた
「核」や「軸」の実現に向け、「交通結節点」となる駅前
広場の整備とあわせ、建物の共同化による都市機能が集積
した「都市活動拠点」の形成と、人々が歩きたくなる通り
や滞在できる広場等を備えた「ウォーカブルエリア」の形
成に向けた取組を推進してきました。

〇 向ヶ丘遊園駅南側は、登戸駅前とつながる広域的な交通を
支える「地域軸」が位置づけられていることを踏まえ、当
該地域軸を経由して両駅の接続性を高める位置に「交通結
節点」を配置することで、都心等の広域方面や生田緑地の
アクセス性向上も視野に入れながら、両駅の役割分担を整
理し、交通機能連携の強化を図ります。

〇 本地区は、ウェルカムゾーンとなる「賑わいの核」と自然
や、文化、観光の拠点をつなぐ「自然・文化・観光軸」が
位置づけられていることを踏まえ、「都市活動拠点」と生
田緑地へつながる「ウォーカブルエリア」の一体的な形成
を推進します。

〇 駅南口から生田緑地への期待感を高めるため、生田緑地へ
つながる「歩行者ネットワーク」を形成するとともに、駅
南北での役割分担や機能連携を図ること、地域の魅力の向
上をめざします。

16

（２）まちの構造図※

まちの構造図

本地区

４ 方針図（駅前空間ゾーニングイメージ）

自然・文化・観光軸 地域軸

都市活動拠点 ウォーカブルエリア 交通結節点

本地区エリア

歩行者
ネットワーク※ まちの構造図:ビジョンの「まちの概念図」に示した考え方を、都

市活動拠点や交通結節点、ウォーカブルエリア等の「都市の骨
格」として整理したもの。

向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）【概要版】
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17

〇 交通結節点は、公共交通の定時性向上に加え、一般
車・荷さばき車両・自転車の利用を考慮した交通機
能を整理し、周辺交通の円滑性向上につながる効率
的な交通環境を形成します。

〇 都市活動拠点は、地域資源を活かしながら、商業・
業務・交流・住宅などの多様な都市機能の集積を誘
導し、まちの魅力を高め、活気を創出します。

〇 ウォーカブルエリアは、都市活動拠点と連携し、地
域住民、来街者など多様な人々が交流し賑わいが生
まれる広場や歩行空間など生田緑地の玄関口にふさ
わしい駅前空間を創出します。

〇 これらの拠点や機能を歩行者ネットワークで有機的
に結び連携することで、人々の回遊や滞在を促すと
ともに、安心・安全で快適な住環境を形成し、
“賑わいと暮らしやすさ”が調和するまちづくりを
推進します。

（３）まちの構造図（本地区内）

まちの構造図（拡大図）

本地区周辺を拡大

やｃｃｃ

機能連携

４ 方針図（駅前空間ゾーニングイメージ）

自然・文化・観光軸 地域軸

都市活動拠点 ウォーカブルエリア 交通結節点

本地区エリア

歩行者
ネットワーク

川崎市発行地形図（令和６(2024)年度）

向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）【概要版】
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（４）方針図※（駅前空間ゾーニングイメージ）

緑道空間

歩行者ネットワーク

人中心の空間賑わい機能

交通機能

交流機能

広場空間

拡幅

Before

After

歩行空間の断面構成イメージ

本地区周辺を

拡大

や

生田緑地の玄関口にふさわしい駅前空間
【人中心の広場空間】

みどりを感じる広場を整備し、地域
の人々や来街者の交流や活動を創出

【生田緑地へ向かう緑道】
期待感を高める緑の連続性と、沿道
商業と一体感のある歩行空間の創出

まちの魅力と活気を高める多様な都市機能の誘導
【交流機能】

地域に関わる多様な主体が集う広場空間と連携した交流機能の配置
【賑わい機能】

商業・業務機能、生活利便サービス施設の立地など駅前にふさわしい
賑わい機能の配置

【住宅機能】
生活者のライフスタイルやライフステージに応じた多様な住宅機能の
配置

歩行動線を活かした機能連携
各機能の連携と、駅から交通機能（バス乗場等）までの歩行距離を活か
し、その動線に広場や緑道、商業・交流機能等を配置することで、人々
の回遊を生み出し、滞在や交流、消費につなげる駅前空間の形成

方針図（駅前空間ゾーニングイメージ）

交通機能住宅機能

本地区エリア

人中心の広場空間

生田緑地へ向かう緑道

【交通機能】
利用者の安全性等を踏まえた交通機能の配置

４ 方針図（駅前空間ゾーニングイメージ）

交流機能

賑わい機能

※ 方針図:まちの構造図等を踏まえて、誘導する機能のイメージを駅前空間の
ゾーニングとして示すもの。

川崎市発行地形図（令和６(2024)年度）

向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）【概要版】
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19５ 今後のスケジュール

（１）区域設定とまちづくりの進め方
（区域設定）
○ 本地区は駅周辺の商業地域を基本とし、民間の土地利用転換等の機会を捉え、生田緑地の玄関

口にふさわしい駅前空間の形成をめざし、段階的にまちづくりを推進するため、南ゾーンと北
ゾーンを設定します。

（南ゾーン）
○ 南ゾーンは、官民連携による駅前空間の再編をめざし、建物の共同化による敷地の有効活用を

促し、商業・住宅など多様な都市機能の集積を図るとともに、公共エリアと一体的に道路や
駅前広場等の都市基盤の整備を進め、生田緑地や大学などの地域資源を活かしたまちづくりを
推進します。

（北ゾーン）
○ 北ゾーンは、南ゾーンで進められる駅前空間の形成や地域資源を活かした取組を踏まえ、まち

づくり推進に向けた検討を進めます。

向ヶ丘遊園駅南側周辺地区
区域設定

南ゾーン

本地区エリア 公共エリア

北ゾーン

⾧期（10年以上）中期（おおむね5～10年）短期（おおむね5年以内）

駅前広場の再編整備
（公共エリア）

南ゾーンのまちづくりの推進

北ゾーンのまちづくりの推進

（２）スケジュール

・社会実験の実施

・建物の共同化に向けた取組推進

・まちづくりの推進に向けた検討

・駅前広場の整備

川崎市発行地形図（令和６(2024)年度）

向ヶ丘遊園駅南側まちづくり方針（案）【概要版】
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※１ 意見書の書式は自由ですが、必ず「題名」、「氏名（法人又は団体の場合は、名称 及び 代表者の
氏名）」 及び「連絡先（電話番号、ＦＡＸ番号、メールアドレス又は住所）」を明記してください。

※２ 電話による意見等は受け付けておりませんので御了承ください。
※３ 御意見に対する個別の対応はいたしませんが、類似の内容を整理又は要約した上で、本市の考え方を

整理した結果をホームページ等で公表する予定です。

【問合せ先】 川崎市まちづくり局登戸区画整理事務所
メール:50nobori@city.Kawasaki.jp 電話:044-933-8511 FAX:044-934-3881

１はじめに
２向ヶ丘遊園駅南側の現況
３まちづくりの基本方針
４方針図（駅前空間ゾーニングイメージ）
５今後のスケジュール

⇒ 中面に抜粋して掲載しています。開いてご覧ください。

資料２



⾧期
（10年以上）

中期
（おおむね5～10年）

短期
（おおむね5年以内）

駅前広場の再編整備
（公共エリア）

南ゾーンのまちづくりの推進

北ゾーンのまちづくりの推進

（１）区域設定とまちづくりの進め方

南ゾーン

本地区エリア 公共エリア

北ゾーン

（２）スケジュール

・社会実験の実施 ・駅前広場の整備

・建物の共同化に向けた取組推進

・北ゾーンのまちづくりの推進に向けた検討

（区域設定）
段階的にまちづくりを推進するため、南ゾーンと北ゾーンを設定し
ます。

（南ゾーン）
〇南ゾーンは、官民連携による駅前空間の再編をめざし、建物の共同

化による敷地の有効活用を 促し、商業・住宅など多様な都市機能の
集積を図るとともに、公共エリアと一体的に道路や駅前広場等の都
市基盤の整備を進め、生田緑地や大学などの地域資源を活かしたま
ちづくりを推進します。

（北ゾーン）
○北ゾーンは、南ゾーンで進められる駅前空間の形成や地域資源を活

かした取組を踏まえ、まちづくり推進に向けた検討を進めます。

緑道空間

歩行者ネットワーク

人中心の空間賑わい機能

交通機能

交流機能

広場空間

や

方針図（駅前空間ゾーニングイメージ）

交通機能住宅機能

本地区エリア

人中心の広場空間

生田緑地へ向かう緑道

交流機能

賑わい機能

川崎市発行地形図（令和６(2024)年度）

生田緑地の玄関口にふさわしい駅前空間
【人中心の広場空間】

みどりを感じる広場を整備し、地域の人々や来街
者の交流や活動を創出

【生田緑地へ向かう緑道】
期待感を高める緑の連続性と、沿道商業と一体感
のある歩行空間の創出

まちの魅力と活気を高める多様な都市機能の誘導
【交流機能】

地域に関わる多様な主体が集う広場空間と連携し
た交流機能の配置

【賑わい機能】
商業・業務機能、生活利便サービス施設の立地など
駅前にふさわしい賑わい機能の配置

【住宅機能】
生活者のライフスタイルやライフステージに応じた
多様な住宅機能の配置

歩行動線を活かした機能連携
各機能の連携と、駅から交通機能（バス乗場等）ま

での歩行距離を活かし、その動線に広場や緑道、商
業・交流機能等を配置することで、人々の回遊を生み
出し、滞在や交流、消費につなげる駅前空間の形成

【交通機能】
利用者の安全性等を踏まえた交通機能の配置

業種を超えた多様な交流拠点
（フレキシブルオフィス WeWork）（出典:WeWork）

街の生活者と共にプロジェクトを創造
（柏の葉リビングラボ）（出典:ＵＤＣＫ）

ゆるやかに交わる多機能交流型賃貸住宅
（Well-Blend十条）（出典:株式会社リビタ）

人中心の広場空間イメージ
（流山おおたかの森駅）

民家園通り商店会夏まつり
（出典:民家園通り商店会HP）

緑の豊かな緑道イメージ
（立川グリーンスプリングス）

歩行空間イメージ（赤坂インターシティAIR ）
（出典:赤坂インターシティAIR HP）


